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皆
、
楽
し
み
ま
し
た
！

第
十
三
回
ボ
ラ
セ
ン
夏
ま
つ
り
開
催

Volunteer Center

ボラセンだより

ボ ラ セ ン だ よ り 第５６号 平成 29年 9月

八
月
五
日(

土
）
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
三
十
団
体
と
七
十
三
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
チ
ー
バ
く
ん
」
、
「
と
っ
ち
ー
」
、
「
や
っ
さ
く
ん
」
を
迎
え
て
の

開
会
式
の
後
、
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
・
Ｃ
о
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
に
よ
る
若
さ
溢
れ
る
歌
と
ダ

ン
ス
、
そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
は
メ
イ
ン
と
サ
ブ
に
分
か
れ
熱
演
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

模
擬
店
に
並
ぶ
様
々
な
品
物
、
漂
っ
て
く
る
い
い
に
お
い
。
ア
ル
ミ
缶
を
五

個
以
上
持
っ
て
き
た
来
場
者
に
は
か
き
氷
券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
会
場
内
の

九
つ
以
上
の
コ
ー
ナ
ー
を
ま
わ
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

は
、
「
と
っ
ち
ー
」
の
フ
ァ
イ
ル
と
シ
ー
ル
、
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
な
ど
豪
華
景
品

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
来
場
者
は
七
百
名
ほ
ど
で
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

★
東
金
市
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム

障
が
い
が
あ
っ
た
り
、
発
達
に
遅
れ
の
み
ら

れ
る
子
ど
も
た
ち
が
通
う
施
設
で
す
。

毎
週

月
・
火
・
水
・
金

時
～

時
半

10

11

木
・
金

時
～

時

15

17

☆
弟
妹
の
見
守
り

毎
週

月
・
火
・
水
・
金

☆
卒
業
生
の
遊
び
相
手

毎
週

木
・
金
曜

場
所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

連
絡
先
：
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
（
松
島
）

5
５
４-

１
１
９
７

私は城西国際大学の手話・ボランティアサークルStardust Kidsに所属して
おり、一昨年、昨年とボランティアセンターの夏まつりには３回参加させて頂き、
今回は初めて実行委員という立場で参加させて頂きました。前回まではサークルでのボランテ
ィアという形での参加でしたので、今回はどのような準備をいつぐらいから始めているかなど
の計画段階から参加させて頂き、大変勉強になりました。
夏まつり当日は、ふれあいオンステージの司会を務めさせて頂きました．ステージでは多くの
出演者の方々に参加して頂き、大変賑やかでした。また様々な模擬店やブースがあり、来場し
てくださった方も楽しんで頂けたのではないかと感じています。
夏まつりを通して地域の方々と1つのものを作り上げていく面白さを感じ、学校では学ぶこと
の出来ない貴重な体験をさせていただきました。
また来年以降も地域の方々と一緒に楽しめたらと思っています。

ボランティアセンター夏まつりに参加して

城西国際大学 門倉 直樹
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読
書
の
秋
、
今
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
秋
の
夜
長
、
虫
の
声
を
聴
き

な
が
ら
本
を
読
ん
で
は
如
何
で
す
か
。
涼

し
い
こ
の
時
期
、
脳
の
活
性
化
に
良
く
、

読
書
に
適
し
た
季
節
で
す
。
大
作
や
話
題

作
な
ど
、
図
書
館
や
本
屋
さ
ん
に
立
ち
寄

っ
て
好
き
な
本
を
ど
う
ぞ
。
（
た
あ
ち
）

｢ボラセンだより｣第５６号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター

TEL 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

ボ ラ セ ン だ よ り 第５６号 平成 29年 9月

夏休み恒例の講座、今年は４０名の児童・生徒、保護者の方々が参加して、
ボランティアを体験しました。特に今年は高校生の参加者が過半数を占め、
いきいきと楽しんで活動している姿が印象的でした。
日頃ボランティアの高齢化が進んでいるのが問題などといわれますが、
希望が見えました。参加者の感想を一部紹介します。(敬称略)

夏休みボランティア体験スクール

つくし会、星空映画会に参加
東金高校２年 石川 勇毅

ボランティアは意外と身近にあるもので、

やってみると｢今までどうしてやらなかった

のだろう｣と１歩踏み出す勇気がなかったこ

とを改めて痛感させられました。（やってみ

て）自分から準備や行動する力がついたと思

います。

点字グループひまわりに参加
鴇嶺小５年 佐々木 秀一郎

自分も目をつぶって点字を読もうとしたけれど全く読

めなかったので、読める人は本当にすごいと思いました。

点字には細かいルールがあってもっとやりたいと思いま

した。今回はそんなにボランティアっぽくなかったけれ

ど、こういうのをコツコツやれば良いのだと分かった。

またこのような機会があったらやりたいと思いました。

おもちゃ図書館とんとんに参加
大網高校２年 戸田 結稀

いろんな世代の方と活動することが、あまり

なかったのでいい経験ができた。小さい子ども

さんからお年寄りの方までたくさんの人とふれ

あえて、すごく楽しかった。 初めてのボラン

ティアだったので、すごく緊張したけど、まわ

りの人のサポートもあって楽しく活動できた。

意外と２時間が短く感じられた。点字ボ

ランティアグループにも高齢化問題、次の

世代の育成問題があることがわかった。

目の見えない人への配慮の仕方がわかっ

た。今回の夏休みなら参加する時間があり、

ボランティアの事が子供と一緒に理解でき

るきっかけになると思って参加した。

また参加したい。

（佐々木秀一郎君 保護者） 佐々木洋美

●
生
命
保
険
協
会

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
健
康
管
理
・

増
進
、
自
立
支
援
、
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

元
気
シ
ニ
ア
応
援
団
体
に
対
す
る

助
成

●
大
和
証
券
福
祉
財
団

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
等
へ
の

支
援
活
動
及
び
そ
の
他
、
社
会
的
意

義
の
高
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
東

日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
の
被
災

者
支
援
活
動
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
助
成

助
成
情
報

お
問
い
合
わ
せ

東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

５
２-

５
１
９
８

●
千
葉
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
校
教
育
や
地
域
活
動
の
場
で
「
食
」
や

「
農
林
水
産
業
」
に
関
す
る
知
識
や
経
験

な
ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
り
、
郷
土
料
理

な
ど
の
調
理
実
習
、
農
業
体
験
の
受
入
な

ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
随
時
募
集
中

※
詳
し
く
は
千
葉
県
農
林
水
産
部

安
全
農
業
推
進
課

食
の
安
心
推
進
室

☎
０
４
３ｰ

２
２
３-

３
０
９
２

ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

●
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
東
金

（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
）

入
居
者
に
手
芸
、
書
道
、
折
り
紙
な
ど
手

を
使
っ
て
す
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

合
間
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
に
、
皆
さ

ん
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

活
動
日

時
～

時

分

13

14

30

（
都
合
の
つ
く
日
）

連
絡
先

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
東
金

斉
藤
・
岸

堀
上
８-

１

☎
５
０ｰ

９
５
２
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
し
て
ま
す
。

つ
ぶ
や
き


